
法令２８条第１項関係 
令和４年度事業報告書 

 
令和４年 7 月 8 日から 2023 年 3 月 31 日まで 

 
特定非営利活動法人 おおたき里づくりネットワーク 

 
１ 事業の成果 

①地域の元気づくり・健康づくり事業 
当初は年間計 1,000 個の販売を目指していたが、毎回 100 個前後の注文があり、年間約

2,300 個を販売することができた。多賀町内で野菜を育てている農家さんとの連携でき、地

産地消につなげることができた。弁当購入者からは「美味しい」「一食でも作る手間が省け

てありがたい」という声があり、好評を得ている。 
②地域における居場所づくり事業 
滋賀県の助成金を活用し、子どもの居場所として「おおたきものづくりラボ」の運営を

2022 年 8 月〜2023 年 2 月まで毎月第 4 日曜日に無料で実施した。第 1 回目は広報が遅くな

り、参加者は 8 名であったが、それ以降は 20 名以上の申し込みがあった。大滝山林組合か

ら地域産の木材を仕入れ、写真立てや絵馬などのものづくりをおこなった。2023 年 3 月か

ら有料で実施しはじめ、15 名の申し込み・参加があった。保護者アンケートでは「いつも

子どもが『楽しかった』と言って帰ってくるのでうれしい」「家や学校ではできないような

ことを体験させてもらえるのでありがたい」といった感想をいただいている。 
③地域内外の交流事業 
多賀町・大滝地域らしい商品の提案に向け、9 月 7 日〜18 日に武蔵野美術大学の学生 4 名

が多賀町でフィールドワークをおこない、大瀧神社にペットの健康祈願のために訪問する人

がいることから、ペットと飼い主の両方が身につけられるお守りや風呂敷、忠犬 小石丸を

モチーフにしたロゴなどを提案してくれた。 
また 9 月 17 日には、滋賀県立大学の授業の一環で大滝地域のフィールドワークをおこな

い、「大滝地域の未来に残したいもの」を考えた。2 グループで意見を出し合い、「自然と共

に生きるキレイな姿」「恵みから始まる暮らし –五感で味わう自然の豊かさ−」とまとめられ

た。 
④移送サービス事業 

2022 年度は、移送サービス事業のニーズ調査をおこなった。車を所持していない 76 歳〜

86 歳の男女 11 名にアンケートを実施し、普段の買い物・通院頻度や手段、交通手段に関す

る困り事などについて意見を集めた。この結果を踏まえて、2023 年度の移送サービス事業

実施に向けて改めて計画を立てた。 
⑤地域の資源を活かした地域商社事業 
大瀧神社では、土日祝日など限られた日のみ授与所が開き、平日の参拝者が御朱印やお守

りの購入ができていないことから、神社の商品を販売する自動販売機を設置した。自動販売

機には、神社関連の商品に加えて、多賀町のマスコットキャラクターのグッズや地域の特産

物、近隣地域の商品などを販売する。2023 年度に稼働を開始する予定となっている。 
⑥地域活動の各種支援事業 

たきのみやこども園の野外保育における子どもの見守りに、2022 年 4 月〜9 月まで携わっ

た。活動場所で子どもたちが危ない所へ行ったり、危険な動植物に接触したりしないように

見守りながら、子どもたちが遊びながら気づいたことや抱いた感情を受け取るようにした。 
また、大滝小学校の 6 年生が授業の一環で当法人の活動に協力することになり、法人の活

動紹介を実施したり、子どもたちの成果報告の場に参加したりして交流した。12 月 19 日の

おおたき給食弁当には、6 年生が大滝小学校の 1 年生から卒業生まで「好きな給食メニュ

ー」のアンケートを取り、上位であった献立を盛り込んだ。販売当日には、6 年生の子ども

たちが販売のお手伝いをしてくれた。 
高取山の活性化について検討する事業を多賀町から受託し実施した。専門家を招聘しての

検討ワークショップを行い、「BBQ の聖地」を目指す案が提案され、次年度に実践すること



となった。 
 

⑦空き家・空地活用、施設管理・運営事業 

拠点となっている旧営林署の改修をおこなった。デッキの作成や一部室内の床整備には滋

賀県立大学の学生 2 名が携わり、実測調査から改修までをおこなった。屋根の改修工事は、

天候の都合もあり 2022 年度中に完了できなかったため、2023 年度も引き続き屋根改修をお

こなう。また、都市計画法にもとづく用途変更手続きについて所轄官庁と協議を行い年度明

け申請のめどを立てることができた。 
酒蔵プロジェクトは協働メンバーを集め、改修の見積もりや構想についてメンバー内で話

し合った。2023 年度に本格的にプロジェクトを推進していく。 
⑧情報発信事業 

毎月、広報たがや有線放送で活動報告をおこなった。また、Instagram で弁当販売やイベ

ント実施のお知らせ、活動報告について発信した。その他、たがトコラジオへの出演や新聞

掲載などを通して、多賀町内外に広く活動を周知することができた。 
 

 
２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 
事業名 事 業 内 容 実施 

日時 
実施 
場所 

従事者

の人数 

受益対象者 
の範囲及び 

人数 

支出額 
(千円) 

①地域の元気

づくり・健康

づくり事業 
 

おおたき給食弁

当の宅配・販

売、富之尾老人

会・サロンへの

注文弁当販売 

年 21 回 
（2022 年 
7/16,8/6,8/2
0,9/3,9/17,9/
24,10/1,10/1
5,11/5,11/19
,12/3,12/17,
12/18 
2023 年 
1/14,1/21,2/
4,2/18,3/ 
4,,3/18） 

おおた

きコミ

ュニテ

ィキッ

チン 

10 名 

弁当購入者

及びその家

族 
 
販売個数：

1,958 個 

1,301 

②地域におけ

る居場所づく

り事業 

おおたきものづ

くりラボ（こど

もの居場所づく

り） 

2022 年 8 月

から月 1 回 
（ 2022 年

8/28,9/25,10
/23,11/27,12
,25 
2023 年 
1/22,2/26,3/
26） 

旧宮司

宅 4 名 参加者総数

延べ 136 名 1,518 

③地域内外の

交流事業 

1)武蔵野美術大

学フィールドワ

ーク 
2)滋賀県立大学

ワークショップ 

1)9/7-18 
2)9/17 

多賀町

内 
2)大滝

地域内 

1)5 名 
2)4 名 

1)4 名 
2)6 名 655 

④移送サービ

ス事業 

移送サービスの

ニーズ調査、打

ち合わせ 

2022 年 
12/23 
2023 年 
1/25,2/13 

大滝地

域内 2 名 ー 318 
 

⑤地域の資源 大瀧神社・犬上  大瀧神 3 名 ー 67 



を活かした地

域商社事業 
神社グッズや地

域の特産物を販

売する自販機の

設置 

社 

⑥地域活動の

各種支援事業 

1)たきのみやこ

ども園の野外保

育見守り 
2)大滝小学校 6
年生と協働活動 
3)高取山活性化 

1)7/14,19,26 
8/2,4,9,30 
9/8,9,13,15,
22,26,29  
2)9/5,12/9,1
2/14 
3)11 月～ 3
月 

1)高取

山 
2)大滝

小学校 
3 高取

山 

1)1 名 
2)1 名 
3)3 名 
 

1)園児 30 名 
2)児童 10 名 
3) 高取山関

係者 
 

3) 
974 

 

⑦空き家・空

地活用、施設

管理・運営事

業 

1)旧営林署の改

修（デッキ作

成、一部室内床

整備、屋根改

修） 
2)酒蔵プロジェ

クトの打ち合わ

せ 

1)9/13-
16,11/24,12/
1,2/16-
28,3/1-7 

1)旧営

林署 
2)多賀

町内 

1)6 名 
2)4 名 ー 2,898 

⑧情報発信事

業 

情報紙の発行、

SNSやメディア

での情報発信 
通年 多賀町

内 3 名 ー 0 

 
(2) その他の事業 

 実施はなかった。 



特定非営利活動法人おおたき里づくりネットワーク

（単位：円）

Ⅰ 経常収益

１．受取会費

正会員受取会費 96,000

賛助会員受取会費 18,000

114,000

２．受取寄附金

受取寄附金　　 750

750

３．受取助成金等

環境省事業 2,000,000

協力隊事業費執行委託 2,834,000

キラリ交付金 319,800

居場所 1,500,000

6,653,800

４．事業収益

【1】売上高 1,392,000

【2】売上高 10,000

【3】売上高 44,000

【6】売上高 1,117,100

2,563,100

５．その他収益

受取利息 1

1

経常収益計 9,331,651

Ⅱ 経常費用

１．事業費

【1】賃金 489,034

【1】旅費交通費 40,832

【1】食材 474,358

【1】消耗品 296,997

【2】賃金 507,379

【2】諸謝金 160,000

【2】旅費交通費 63,000

【2】消耗品費 280,067

【2】食糧費 55,323

【2】印刷製本費 70,250

【2】通信運搬費 36,503

【2】保険料 3,920

【2】備品購入費 342,100

【3】事務消耗品費 215,112

【3】食糧費 48,453

【3】会議費 134,144

【3】旅費交通費 257,583

【3】雑費 700

【4】委託費 179,000

【5】原材料費 644

【5】仕入 49,995

【5】事務消耗品費 16,500

【6】委託費 683,680

【7】賃金 494,000

【7】資材費 1,925,773

【7】事務消耗品費 210,487

【7】会議費 12,304

【9】委託費 256,000

事業費計 7,304,138

２．管理費

旅費交通費 199,791

通信費 46,020

事務消耗品費 704,234

印刷費 610

水道光熱費 96,223

支払手数料 12,240

車両費 212,300

地代家賃 645,000

保険料 11,750

雑費 17,566

租税公課 61,200

管理費計 2,006,934

経常費用計 9,311,072

当期経常増減額 20,579

経常外費用計

当期正味財産増減額 20,579

前期繰越正味財産額 0

次期繰越正味財産額 20,579

　　2022（令和4）年度　活動計算書
法人設立から令和4年67月218日から令和5年年3月31日まで

科目 金額



法第28条第１項「前事業年度の計算書類（貸借対照表）」

特定非営利活動法人おおたき里づくりネットワーク　　

（単位：円）

Ⅰ 資産の部

１．流動資産

現金預金

手元現金 30,000

預貯金 470,886

現金預金計 500,886

未収金

助成金 1,503,800

委託費 195,600

会費 36,000

未収金計 1,735,400

流動資産合計 2,236,286

２．固定資産

有形固定資産 0

有形固定資産計 0

無形固定資産 0

無形固定資産計 0

固定資産合計 0

資産合計

Ⅱ 負債の部

１．流動負債

未払金 1,387,680

立替金 828,027

流動負債合計 2,215,707

２．固定負債 0

固定負債合計 0

負債合計 2,215,707

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 0

当期正味財産増減額 20,579

正味財産合計 20,579

負債及び正味財産合計 20,579

（２）

貸借対照表
　　2023（令和5）年3月31日現在

科目 金額

（１）



法第28条第１項「前事業年度の財産目録」

特定非営利活動法人おおたき里づくりネットワーク　　

（単位：円）

Ⅰ 資産の部

１．流動資産

現金預金

手元現金 30,000

ゆうちょ銀行 426,316

JAバンク 44,570

現金預金計 500,886

未収金

助成金

環境省事業 400,000

協力隊事業費執行委託 34,000

キラリ交付金 319,800

居場所 750,000

委託費

高取山 195,600

会費

正会員6名分 36,000

未収金計 1,735,400

流動資産合計 2,236,286

２．固定資産

有形固定資産 0

有形固定資産計 0

無形固定資産 0

無形固定資産計 0

固定資産合計 0

資産合計

Ⅱ 負債の部

１．流動負債

未払金

委託費（朝比奈） 224,000

委託費（吉田建築） 480,000

委託費（エバワット） 683,680

立替金

鵜飼、朝比奈、岩下合算 828,027

流動負債合計 2,215,707

２．固定負債 0

固定負債合計 0

負債合計 2,215,707

正味財産 20,579

（２）

財産目録
　　 令和4年7月８日から令和5年3月31日 まで 　時点

科目 金額

（１）


